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明治時代語研究の意義

新聞の用語

学術書の用語

齢訳小説の用語

その他の成果

これからの研究の方向

1

明
治
時
代
語
研
究
の
意
義

1

明
治
時
代
の
近
さ
と
遠
さ

「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
い
う
句

は
中
村
草
田
男
の
作
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は
、
明
治

百
年
差
い
わ
れ
る
今
日
に
お
い
て
、
二
つ
の
立
場
か

ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
Q
一
つ
は
、
明
治

時
代
に
生
ま
れ
た
人
々
の
、
な
つ
か
し
く
心
理
的
に

近
い
時
代
と
し
て
で
あ
り
、
　
一
つ
は
戦
後
に
生
れ
た

人
々
の
、
全
く
明
治
を
知
ら
な
い
人
々
の
客
観
的
遠

さ
と
し
て
で
あ
る
。
明
治
時
代
語
に
対
す
る
反
応

も
、
こ
の
二
つ
の
立
場
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
明
治
維
新
と
太
平
洋
戦
争
と
は
、
恐
ら

く
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
社
会

変
革
の
時
期
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

明
治
維
新
は
、
身
分
制
度
の
崩
壊
、
太
平
洋
戦
争
は

男
女
平
等
の
確
立
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
特
徴
的
に
示

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

2

明
治
時
代
語
研
究
の
は
じ
ま
り

　
明
治
時
代
語
の
研
究
は
、
こ
の
二
つ
の
立
場
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
。
前
者
は
現
代
語
と
し
て
、
後
者
は

近
代
語
と
し
て
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
立
場
が
明
瞭
に

反
映
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
前
者
に
と
っ
て

は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
後
者
に
と
っ
て
は
全

く
未
知
の
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
太
平
洋
戦
争

ま
で
、
明
治
時
代
の
言
語
に
つ
い
て
の
客
観
的
研
究

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
昭
和
三
〇
年
、
国
立
国

語
研
究
所
に
、
近
代
語
研
究
室
が
お
か
れ
、
明
治
時

代
語
の
調
査
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ

と
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
国
立
国
語
研
究
所

で
報
告
し
た
『
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
語
』
　
（
昭
和

三
四
年
）
は
、
明
治
時
代
語
研
究
の
本
格
的
幕
あ
け

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
Q
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3
　
明
治
時
代
の
言
語
生
活

　
明
治
時
代
の
言
語
を
研
究
す
る
に
は
、
明
治
時
代

に
、
ど
の
よ
う
な
言
語
生
活
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を

知
る
こ
と
が
、
研
究
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
便
宜

が
多
い
。
近
代
語
研
究
室
で
は
、
全
国
の
大
学
や
公

立
、
私
立
の
図
書
館
を
め
ぐ
っ
て
、
表
記
・
文
体
を

基
準
と
し
て
、
近
代
語
研
究
の
資
料
と
な
る
文
献
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
、
話
し
こ
と
ば
の
資
料

と
し
て
、
明
治
時
代
に
生
き
た
人
々
の
談
話
の
録
音

を
試
み
た
こ
と
も
あ
る
（
『
国
立
国
語
研
究
所
年
報

16

`
1
7
』
）
。
そ
の
結
果
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
言
語

生
活
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
話

し
言
葉
の
世
界
は
、
福
沢
論
吉
が
「
旧
藩
情
」
で
「
隔

壁
に
て
も
人
の
対
話
を
聞
け
ば
其
上
士
た
り
下
士
た

り
商
た
り
農
た
る
の
区
別
は
明
に
知
る
戯
し
」
と
の

べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
江
戸

後
期
と
同
様
に
そ
の
こ
と
ば
づ
か
い
、
ま
た
、
用
語

に
よ
っ
て
、
士
・
農
・
工
・
商
の
身
分
が
知
ら
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
実
態
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
が
『
安
楽

楽
鍋
』
（
明
治
四
年
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
も

二
〇
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
官
員
が
時
代
の
花
形
と
な

り
、
演
説
や
そ
の
速
記
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
明

治
時
代
の
言
語
生
活
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。
そ
し

て
、
し
だ
い
に
身
分
制
度
を
反
映
す
る
こ
と
ば
が
整

理
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
明
治
三
〇
年
ご
ろ
に
な
る

と
、
「
し
お
や
弥
」
「
し
ち
ゃ
っ
た
」
と
い
う
完
了
表

現
が
あ
ら
わ
れ
、
新
し
い
東
京
語
が
形
成
さ
れ
て
い

く
。
一
方
、
書
き
こ
と
ば
に
お
い
て
は
、
明
治
初
期

は
文
体
に
、
漢
文
体
・
漢
文
直
訳
体
（
漢
文
書
き
下

し
体
）
、
和
文
体
・
欧
文
直
訳
体
が
あ
り
、
明
治
二

〇
年
を
す
ぎ
る
と
、
言
文
一
致
体
が
試
み
ら
れ
、
三

〇
年
ご
ろ
に
は
、
普
通
文
が
成
立
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
文
体
の
文
章
を
表
記
す
る

た
め
に
、
漢
字
・
片
仮
名
・
平
仮
名
が
用
い
ら
れ
、

漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
つ
け
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
漢
字
を
よ
め
る
人
は
知
識

人
に
か
ぎ
ら
れ
、
片
仮
名
も
そ
れ
に
近
い
状
態
で
あ

っ
た
。
職
人
な
ど
は
、
お
布
令
を
よ
む
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
。
士
族
以
外
は
、
わ
ず
か
に
、
寺
小
屋
に

か
よ
っ
た
人
々
が
、
平
仮
名
を
よ
む
こ
と
が
で
き
た

に
す
ぎ
な
い
。
清
水
卯
三
郎
の
「
平
仮
名
ノ
説
」
の

「
片
仮
名
ヲ
知
ル
老
モ
亦
天
下
多
シ
ト
セ
ズ
是
ヲ
以

テ
余
唱
題
平
仮
名
ヲ
用
フ
ル
「
ヲ
主
張
ス
凡
平
仮
名

ノ
通
常
タ
ル
招
牌
暖
廉
稟
帖
稗
史
ノ
類
観
テ
見
ル
ベ

シ
」
「
田
舎
源
氏
自
蚕
糞
物
語
膝
栗
毛
八
農
人
義
太

夫
本
浄
瑠
理
本
ノ
如
キ
婦
女
童
子
モ
之
ヲ
読
ン
テ
能

ク
感
動
シ
或
笑
ヒ
軍
畑
ム
」
は
こ
の
事
実
を
よ
く
示

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
仮
名
が
読
め
る
人
を

対
象
と
し
た
文
章
は
、
総
ル
ビ
で
漢
字
平
仮
名
交
り

文
が
普
通
で
あ
っ
た
。
反
対
に
、
漢
字
片
仮
名
交
り

文
は
、
パ
ラ
ル
ビ
か
、
ル
ビ
な
し
で
、
知
識
人
を
対

象
と
し
た
文
章
で
あ
っ
丸
。
し
か
し
明
治
五
年
学
制

が
し
か
れ
、
全
国
民
に
教
育
が
普
及
し
、
文
字
が
読

め
る
よ
う
に
な
る
と
、
教
育
効
果
の
上
か
ら
、
漢
宇

制
限
が
強
く
主
張
さ
れ
、
国
語
国
字
問
題
が
や
か
ま

し
く
な
り
、
明
治
三
五
年
国
語
調
査
委
員
会
が
発
足

し
今
日
の
国
語
審
議
会
に
う
け
つ
が
れ
た
。

4

明
治
時
代
語
研
究
の
資
料

　
明
治
時
代
の
言
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
生
活
を

反
映
し
た
資
料
を
調
査
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
そ
の

体
系
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

明
治
以
降
の
文
献
は
無
限
に
近
く
、
こ
れ
を
す
べ
て

調
査
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
記
録
さ

れ
た
も
の
を
調
査
対
象
と
す
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
献
を
等
質
の
言
語
を
反
映
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
そ
の
代
表
的
文
献
を
調
査
す
る
以
外
に
方
法
は
な

い
。
そ
こ
で
、
文
献
が
現
実
の
日
本
語
を
、
ど
の
よ

う
に
反
映
し
て
い
る
か
そ
の
信
頼
性
を
基
準
と
す
る

と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
A
　
日
本
人
が
公
的
に
発
表
す
る
意
図
を
も
っ
た

　
　
　
文
献
（
日
本
人
の
公
的
著
作
）
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B
　
日
本
人
が
公
的
に
発
表
す
る
意
図
を
も
た
な

　
　
　
か
っ
た
文
献
（
日
本
人
の
私
的
著
作
）

　
C
　
外
国
人
が
記
述
し
た
日
本
語
文
献
（
外
国
資

　
　
　
料
）

　
D
　
日
本
語
に
翻
訳
し
た
文
献
（
翻
訳
資
料
）

　
E
　
日
本
語
を
速
記
し
た
文
献
（
速
記
資
料
）

　
F
　
日
本
語
を
録
音
し
た
資
料
（
録
音
資
料
）

　
G
　
日
本
人
の
日
本
語
研
究
書

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
っ
た
資
料

に
、
新
聞
と
雑
誌
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
一
つ
の
記

事
や
論
文
に
分
け
れ
ば
、
A
～
G
に
属
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
実
際
上
は
別
に
一
項
を
認
め
た

ほ
う
が
便
利
で
あ
る
。

　
H
総
合
資
料
（
新
聞
・
雑
誌
）

　
こ
れ
ら
の
資
料
を
、
会
話
の
部
分
を
話
し
こ
と

ば
、
地
の
文
を
書
き
こ
と
ば
の
資
料
に
分
け
て
考
察

す
る
と
き
、
明
治
時
代
の
言
語
は
、
そ
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

5

明
治
時
代
語
研
究
の
も
つ
意
義

　
明
治
時
代
語
の
研
究
は
、
明
治
時
代
を
近
く
感
じ

る
人
に
と
っ
て
も
、
遠
く
感
じ
る
人
に
と
っ
て
も
、

そ
の
実
態
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
使
用
し
て
い
る

日
本
語
の
か
な
り
の
部
分
が
、
明
治
の
文
明
開
化
と

と
も
に
輸
入
さ
れ
た
西
洋
文
明
の
翻
訳
語
、
あ
る
い

は
、
そ
の
ま
ま
輸
入
し
た
外
来
語
だ
か
ら
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
現
代
語
の
直
接
の
源
流
は
、
明
治

時
代
語
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
明

治
時
代
語
を
現
代
語
と
比
較
す
る
と
き
、
は
じ
め
て

現
代
語
の
成
り
立
ち
が
明
ら
か
に
な
り
、
明
治
百
年

の
日
本
語
の
歴
史
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に

よ
っ
て
日
本
語
が
変
化
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
将
来
の
日
本
語
の
方

向
を
予
測
す
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
明
治

時
代
語
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
地
味
な
基

礎
的
研
究
が
、
直
接
・
間
接
に
、
国
語
国
字
問
題
に

役
立
つ
の
も
、
こ
の
点
に
あ
る
。

　
国
立
国
語
研
究
所
が
、
近
代
語
研
究
室
を
創
設
し

明
治
時
代
語
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
見
地
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
き
わ
め
て
大

き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
下
、
国
立
国
語
研
究
所
で
行
っ
て
き
た
明
治
時

代
語
の
調
査
研
究
の
結
果
を
、
新
聞
の
用
語
、
学
術

書
の
用
語
、
翻
訳
小
説
の
用
語
、
そ
の
他
の
成
果
の

順
で
紹
介
し
よ
う
。

皿

新
聞
の
用
語

　
国
立
国
語
研
究
所
で
行
っ
た
明
治
時
代
の
新
聞
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

語
の
調
査
に
は
、
郵
便
報
知
新
聞
（
大
新
聞
）
と
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

売
新
聞
・
東
京
絵
入
新
聞
（
小
新
聞
）
と
が
あ
る
。

大
新
聞
は
、
知
識
人
を
対
象
と
し
た
新
聞
で
、
記
事

に
よ
る
違
い
が
あ
る
が
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
が
主

で
ル
ビ
な
し
、
小
新
聞
は
、
童
蒙
婦
女
子
と
い
わ
れ

る
寺
小
屋
教
育
を
受
け
た
人
々
を
対
象
と
し
、
漢
字

平
仮
名
交
り
文
で
平
仮
名
の
総
ル
ビ
つ
ぎ
で
あ
る
点

に
特
色
が
あ
る
。
文
体
も
、
大
新
聞
は
漢
文
直
訳
体

が
中
心
で
、
小
新
聞
は
俗
文
体
と
談
話
体
が
中
心
で

あ
っ
た
。
こ
の
大
新
聞
と
小
新
聞
と
の
相
違
は
、
野

崎
左
文
の
「
私
の
見
た
明
治
文
壇
」
に
お
け
る
対
照

表
が
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

〈
大
新
聞
〉

一、

?
揩
ﾌ
広
き
事
。

二
、
社
説
を
掲
げ
て
政
治
を
論
ぜ
し
事
。

三
、
社
説
、
雑
報
、
寄
書
、
其
他
の
記
事
に
も
す
べ

　
　
て
傍
訓
（
ふ
り
が
な
）
を
施
さ
ざ
り
し
事
。
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四
、
雑
報
は
、
専
ら
政
治
経
済
上
の
事
件
を
報
じ
、

　
　
花
柳
界
、
～
演
芸
界
、
其
他
卑
俗
の
記
事
は
、
新

　
　
聞
の
品
位
を
堕
す
も
の
と
し
て
掲
載
せ
ざ
り
し

　
　
事
。

五
、
雑
報
の
文
は
概
し
て
「
し
た
り
」
、
「
せ
し
由
」

　
　
の
文
章
体
な
り
し
事
ゆ

六
、
小
説
を
掲
げ
ざ
り
し
事
。

七
、
一
．
枚
の
定
価
は
二
銭
以
上
な
り
し
事
。

．
八
、
売
子
を
し
て
呼
売
を
為
さ
し
め
ざ
り
し
事
。

　
〈
小
新
聞
〉

、
一
、
紙
幅
の
稽
や
狭
き
事
。

二
．
、
社
説
を
掲
げ
ず
、
政
論
に
は
殆
ど
無
頓
着
な
り

　
　
し
事
。

，
三
、
官
令
（
お
ふ
れ
）
、
雑
報
（
は
な
し
）
、
寄
書

　
　
（
よ
せ
ぶ
み
）
、
等
に
も
す
べ
て
振
仮
名
を
施
せ

　
　
し
事
。

四
、
政
治
上
の
記
事
は
至
極
簡
単
に
し
て
重
も
に
市

　
　
井
の
出
来
事
、
花
柳
界
、
演
芸
界
の
通
信
、
及

　
　
び
艶
種
と
称
す
る
も
の
を
掲
げ
し
事
。

五
、
雑
報
の
文
は
「
御
座
い
ま
す
」
「
あ
り
ま
し
た
」

　
　
等
の
俗
談
平
話
体
な
り
し
事
。

六
、
続
き
物
と
称
す
る
小
説
を
連
載
せ
し
事
。

七
、
一
枚
の
定
価
は
八
厘
よ
り
一
．
銭
五
厘
な
り
し

　
　
事
。

　
八
、
昔
の
読
売
に
習
い
、
是
は
今
日
発
行
の
何
々
新

聞
と
呼
び
あ
る
く
者
あ
り
し
事
。

㌃
　
郵
便
報
知
新
聞
の
用
語

　
郵
便
報
知
新
聞
の
用
語
に
つ
い
て
は
国
立
国
語
研

究
所
報
告
1
5
『
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
語
』
（
昭
和

三
四
年
）
と
『
函
立
国
語
研
究
所
年
報
7
～
1
0
』
に

報
告
さ
れ
て
い
る
。

〔
調
査
目
的
〕

　
こ
の
研
究
の
目
的
は
「
郵
便
報
知
新
聞
」
の
明
治

一
〇
年
（
一
八
七
七
）
一
一
月
か
ら
明
治
一
一
年
一

〇
月
ま
で
の
一
年
分
（
約
＝
一
八
万
語
）
を
対
象
乏

し
て
標
本
調
査
に
よ
っ
て
、
語
彙
（
い
わ
ゆ
る
自
立

語
）
を
概
観
し
、
ざ
ら
に
、
表
記
・
語
構
成
・
文
体

助
詞
・
助
動
詞
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
国
立
国
語
研
究
所
蔵

の
原
本
を
使
用
も
た
。

〔
調
査
方
法
〕

　
標
本
調
査
法
は
、
層
わ
け
等
間
隔
抽
出
法
を
用
い

文
体
と
記
事
内
容
の
違
い
と
を
考
え
合
せ
て
．
、
本
文

を
五
層
に
層
別
し
た
。

a
層

cb
層層

公
布
公
田
録
事
（
官
庁
か
ら
の
公
示
事

項
）社
説
雑
報
（
府
下
ゲ
西
京
・
大
阪
・
諸
県
に
分
か

　
　
　
れ
て
い
る
）

d
層
外
国
通
信
記
事

e
層
　
雑
（
投
書
・
論
説
・
そ
の
他
）

　
調
査
単
位
に
は
、
文
節
に
近
い
「
α
単
位
」
．
（
『
明

治
初
期
の
新
聞
の
用
語
』
一
九
ぺ
：
ゾ
以
下
、
、
『
年

報
1
0
』
一
七
七
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）
を
用
い
た
。
抽

出
に
あ
た
っ
て
は
、
行
を
抽
出
単
位
と
し
、
ど
の
層

も
＝
峨
分
の
一
の
抽
出
比
で
標
本
を
抽
出
し
た
。
採

集
し
た
標
本
の
延
べ
語
数
は
九
九
、
三
八
四
語
、
標

本
の
異
な
り
語
数
は
、
人
名
・
地
名
・
数
詞
を
含
め

て
、
二
八
、
三
六
四
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
か
ら
、
人

名
・
地
名
噂
数
詞
を
ひ
く
と
、
採
集
語
数
八
七
、
三

一
五
、
異
な
り
語
数
ご
二
、
二
七
二
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
標
本
調
査
は
、
十
二
分
の
一
の
比
率
で
あ

っ
て
、
十
二
分
の
十
一
が
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
別
に
採
集
も
れ
の
新
し
い
言
葉
が
、
ど
の
く
ら

い
あ
る
も
の
か
、
調
査
者
の
主
観
に
よ
っ
て
、
ど
の

く
ら
い
異
な
り
語
を
追
加
で
き
る
か
の
補
充
調
査

－
も
試
み
た
。
採
集
力
！
ド
枚
数
一
．
三
、
四
三
五
、
人

名
・
地
名
・
数
詞
な
ど
を
除
い
て
、
二
二
、
．
一
二
三

で
あ
っ
た
（
『
報
告
書
1
5
』
二
七
～
二
九
ペ
ー
ジ
、

『
年
報
9
』
＝
一
〇
～
＝
一
二
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
〔
語
彙
表
〕

　
調
査
の
結
果
、
作
成
し
た
語
彙
表
は
次
の
通
り
．
で

あ
る
。
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馬
・

P

．‘、

1
、
使
用
度
数
一
〇
以
上
の
異
な
り
語
の
表
（
A

　
　
表
）

　
ω
五
十
音
順
A
表
…
…
…
使
用
度
数
一
〇
以
上
の
，

　
　
異
な
り
語
一
、
四
二
一
（
人
名
・
地
名
・
数
詞

　
　
を
含
む
）

　
②
使
用
率
順
A
表
…
…
…
使
用
度
数
五
〇
以
上
の

　
　
異
な
り
語
一
九
七
（
人
名
・
地
名
．
数
詞
を
含

　
　
む
）

2
、
使
用
度
数
九
～
一
の
異
な
り
語
の
表
（
B
表
）

　
③
五
十
音
順
B
表
…
…
…
使
用
度
数
九
～
一
の
異

　
　
な
り
型
置
〇
、
九
九
二
（
人
名
・
地
名
・
数
詞

　
　
を
含
ま
な
い
）

3
、
補
充
調
査
の
結
果
、
あ
ら
た
に
追
加
さ
れ
た
異

　
　
な
り
語
の
表
（
C
表
）

　
㈲
五
十
音
順
C
表
…
…
…
異
な
り
三
八
、
」
六
一
六

　
　
（
人
名
・
地
名
・
数
詞
を
含
ま
な
い
）

4
、
接
辞
的
要
素
の
表
（
別
表
）

　
㈲
分
類
式
別
表
…
…
…
接
辞
的
要
素
を
、
性
質
に

　
　
よ
っ
て
六
種
に
分
け
、
お
の
お
の
を
五
十
音
順

　
　
に
配
列
し
た
表
。

　
こ
れ
ら
の
語
彙
表
は
、
い
ず
れ
も
、
国
玉
報
告

15

w
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
語
』
に
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
語
彙
表
で
は
、
見
出
し
の
立

て
か
た
が
、
活
用
語
の
場
合
、
動
詞
は
連
用
形
、
形

容
詞
は
語
幹
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
分
析
の
結
果
は
、
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
表
記
〕

　
①
送
り
が
な
で
目
立
っ
た
傾
向
は
、
動
詞
で

は
、
上
二
段
活
用
、
下
二
段
活
用
の
な
か
に
、
た
と

え
ぽ
「
過
グ
」
が
連
用
形
は
「
捻
出
」
、
連
体
形
は

「
過
ル
」
の
形
を
と
る
よ
う
な
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
「
止
マ
リ
」
「
極
マ
リ
」
「
備
ナ
へ
」
「
苦
シ
ミ
」

「
免
カ
レ
」
の
よ
う
に
、
自
他
の
対
応
の
あ
る
語
や
、

形
容
詞
か
ら
の
転
成
語
、
お
よ
び
三
音
節
以
上
の
語

な
ど
に
は
、
語
幹
の
一
部
か
ら
送
る
も
の
が
み
ら
れ

た
。
な
お
動
詞
で
は
、
活
用
語
尾
を
送
ら
な
い
も
の

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
テ
・
パ
・
タ
リ
・
シ
ム
・

リ
・
ベ
シ
・
候
・
コ
ト
・
モ
ノ
」
な
ど
に
つ
づ
く
場
、

合
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
彼
レ
」
「
己
レ
」

「
皆
ナ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
漢
字
一
字
か
ら
な
る
語

に
、
送
り
が
な
を
送
る
傾
向
が
あ
っ
た
（
『
年
報
9
』

＝
一
五
～
二
二
五
ペ
ー
ジ
参
照
）
Q

　
②
か
な
づ
か
い
で
問
題
が
あ
る
語
は
、
動
詞
に

も
っ
と
も
多
く
現
わ
れ
、
「
え
」
を
「
へ
」
と
し
た

も
の
、
「
う
」
を
「
ふ
」
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た

（『

N
報
9
』
　
コ
ニ
五
～
一
三
八
ぺ
：
ジ
「
仮
名
つ
か

い
の
表
」
参
照
）
q

　
③
漢
宇
と
か
な
と
の
割
合
は
、
無
作
為
に
選
ん

だ
明
治
＝
年
一
月
一
〇
日
（
木
曜
）
の
一
日
分
で

は
、本
文
の
総
字
数

馨
｛
馨

一
〇
、
三
七
九
字

六
、
〇
九
四
字
　
五
八
・
七
％

四
、
二
八
五
字

二　

t
影
野
・
三
％

（
変
体
が
な
三
〇
〇
字
を
含
む
）

で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
三
対
二
の
割
合
で
漢
字
と
か
な
が

用
い
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
層
別
に
み
る
と
、
b
層

（
社
説
）
〈
漢
字
片
仮
名
交
り
文
〉
は
、
c
層
〈
漢
字

平
仮
名
交
り
文
〉
よ
り
漢
字
に
対
す
る
か
な
の
割
合

が
多
い
。

　
④
ル
ビ
は
、
漢
字
平
仮
名
交
り
文
に
多
く
、
そ

れ
は
平
仮
名
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
使
用
度
寒
九

～
一
の
ア
行
の
ル
ビ
つ
き
語
八
八
○
例
で
は
、
八
七

二
例
が
漢
字
仮
名
交
り
文
に
現
わ
れ
、
平
仮
名
ル
ビ

で
あ
っ
た
。
残
り
八
例
は
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に

現
わ
れ
、
五
例
が
、
片
仮
名
ル
ビ
で
あ
っ
た
。

　
⑤
文
字
に
は
、
変
体
仮
名
・
合
字
な
ど
が
見

え
、
変
体
が
な
は
、
平
が
な
に
、
A
・
よ
・
ふ
・

・
の
・
干
∵
う
・
ゆ
・
糎
・
ム
・
ゆ
・
な
・
さ
・
窒
・

卍
・
な
ど
が
目
立
ち
、
片
か
な
で
は
、
子
・
井
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
合
字
は
、
片
仮
名
に
、
コ
・
托
・

ノ
・
峠
、
平
仮
名
に
、
汐
・
乏
な
ど
が
あ
る
。

　
⑥
濁
点
・
半
濁
点
・
句
読
点
で
は
、
濁
点
は
あ
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ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
半
濁
点
は
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
パ
ソ
バ
ソ
と
、
ア
ン
ポ
ン
．

タ
ン
な
ど
、
主
と
し
て
、
片
仮
名
表
記
の
語
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
句
読
点
は
、
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て

い
な
い
。

　
⑦
会
話
文
と
地
の
文
と
の
区
別
は
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
二
例
ほ
ど
、
会
話
文
を
区
別
し
た
も

の
が
あ
る
。
一
つ
は
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
の
中

に
、
会
話
文
を
平
仮
名
で
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
n
口
其
親
友
ナ
ル
「
チ
ャ
ー
レ
ス
」
ハ
方
サ
ニ

　
一
穴
繋
リ
ニ
取
リ
掛
り
タ
ル
「
ゼ
ー
ム
ス
」
二
向

　
　
ヒ
イ
カ
ニ
「
ゼ
ー
ム
ス
」
殿
此
頃
の
流
行
病
ユ

　
　
ハ
足
下
の
仕
事
も
大
繁
昌
ゆ
ヘ
ズ
ッ
シ
リ
金
の

　
　
儲
か
る
乏
で
あ
ろ
ふ
実
よ
羨
ま
し
き
乏
な
り
と

　
　
言
ヒ
タ
ル
ニ
「
ゼ
ー
ム
ス
」
ハ
如
何
ユ
も
仕
事

　
　
の
語
志
き
税
金
も
儲
か
り
升
併
し
今
馨
り
掛
り

　
　
た
る
穴
ハ
ワ
イ
フ
（
細
君
）
の
用
よ
臓
ふ
る
な
り

　
　
ト
答
ヘ
タ
リ
ト
ハ
（
明
治
一
一
・
六
・
二
六
e
）

　
他
の
一
つ
は
、
「
　
」
を
用
い
た
も
の
で

　
　
同
氏
力
先
キ
ニ
公
言
シ
タ
ル
「
余
ハ
余
力
蕪
中

　
　
最
モ
葛
家
ノ
用
ヲ
為
ス
者
ノ
為
メ
ニ
最
モ
カ
ヲ

　
　
蓋
サ
ソ
ト
ス
」
ノ
語
一
蓋
シ
不
朽
ノ
語
ト
為
り

　
　
（
明
治
一
〇
・
二
・
一
七
・
d
）

　
⑧
文
の
表
記
に
つ
い
て
み
る
と
、
郵
便
報
知
新

閑
の
文
章
の
特
色
は
、
層
・
文
体
・
記
事
の
内
容
な

ど
の
違
い
に
よ
っ
て
漢
字
片
仮
名
交
り
文
、
漢
字
平

仮
名
交
り
文
が
、
お
よ
そ
は
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
a
層
（
布
告
）
は
候
文
体
で
漢
字
片
仮
名

交
り
文
、
b
層
（
社
説
）
は
、
漢
文
直
訳
体
で
漢
字

片
仮
名
交
り
文
、
c
層
（
雑
報
欄
）
は
、
記
事
内
容

の
違
い
、
あ
る
い
は
文
体
の
違
い
に
よ
っ
て
漢
字
片

仮
名
交
り
文
と
漢
字
平
仮
名
交
り
文
と
に
区
別
さ
れ

て
い
る
。
d
層
（
外
国
通
信
）
で
は
、
電
報
の
翻
訳

は
漢
文
直
訳
体
で
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
、
外
国
事

情
の
説
明
に
は
、
漢
文
直
訳
体
だ
が
、
漢
字
平
仮
名

交
り
文
も
み
え
る
。
e
層
（
投
書
欄
）
は
、
文
体
も

内
容
も
雑
多
で
、
両
様
が
み
ら
れ
る
。

〔
漢
字
語
の
構
成
〕

　
①
三
字
の
漢
字
で
表
記
し
て
あ
る
語
を
分
析
し
た

結
果
、
〈
○
○
的
〉
〈
○
○
性
〉
と
い
う
最
近
よ
く
用

い
ら
れ
る
こ
と
ば
づ
か
い
が
、
〈
○
○
的
〉
は
「
絶

大
的
、
可
及
的
〉
の
た
っ
た
二
語
、
〈
○
○
性
〉
は

全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
②
複
数
の
構
成
要
素
か
ら
な
る
語
の
要
素
間
の
関
’

係
を
み
る
と
、
二
種
類
の
字
順
の
あ
る
も
の
が
み
え

た
。
　
　
酒
造
家
－
造
酒
家
　
重
賞
女
一
費
淫
女
　
海
陸

　
　
軍
一
陸
海
軍
　
貸
席
業
－
席
貸
業
　
管
保
者
i

　
　
保
管
者
　
奉
迎
送
－
奉
送
迎
　
位
牌
一
皇
位

　
　
拒
抗
一
抗
拒
　
行
畢
－
早
行
　
行
旅
－
旅
行

始
終
－
終
始

授
受
－
受
授

競
漕
1
漕
競

溜
滞
－
滞
溜

美
善
レ
善
美

す

治
療
一
療
治

定
約
－
約
定

送
輸
－
輸
送

奪
掠
－
掠
奪

労
苦
－
苦
労

熟
練
－
練
熟

炭
薪
一
薪
炭

孚
論
－
論
孚

判
裁
－
裁
判

漕
運
す
1
漕
運

　
　
　
送
舟
す
一
逓
送
す
　
輻
移
す
1
移
轄
す

　
今
日
の
普
通
の
字
順
と
逆
と
思
わ
れ
る
語
も
あ

る
。　
　
困
苦
酸
辛
　
進
退
出
慮
　
専
心
一
意
野
分
法

　
　
工
商
者
　
戌
衛
兵
　
糧
食
費
　
硬
強
　
再
再

　
　
盤
掘
　
騨
横
　
峻
改
　
順
從
　
暑
寒
　
進
止
す

　
　
勢
威
　
制
禁
　
湯
冷
　
孚
闘
　
展
輻
　
督
学
す

　
　
忍
業
す
　
攣
改
す
　
縁
由
　
洋
和
　
隣
近
　
礫

　
　
軋
櫨
舳

〔
文
体
と
用
語
と
の
連
関
〕

　
郵
便
報
知
新
聞
の
文
章
は
、
記
事
の
性
格
に
応
じ

て
、
文
体
が
異
な
る
が
、
こ
れ
を
、

　
ω
候
文
体
、

　
㈲
漢
文
書
き
下
し
文
体
の
系
統
と
見
ら
れ
る
、

　
　
「
か
た
い
」
文
体
（
硬
文
体
y

　
㊨
『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
な
ど
の
文
章
と
も
連
関

　
　
す
る
と
見
ら
れ
る
、
⑭
に
比
べ
て
「
や
わ
ら
か

　
　
い
」
文
体
（
軟
文
体
）

の
三
種
に
区
別
す
る
と
、
文
体
と
用
語
と
の
間
に
連

関
が
あ
り
、
文
体
を
特
徴
づ
け
る
用
語
群
が
明
ら
か

舗
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，

に
な
っ
た
（
『
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
語
』
三
〇
五

ペ
ー
ジ
参
照
）
。
一
つ
の
試
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、

文
体
を
特
徴
づ
け
る
顕
著
な
指
標
を
指
摘
し
て
い

る
。

〔
助
詞
・
助
動
詞
〕

　
①
明
治
初
期
の
書
き
こ
と
ば
の
助
詞
・
助
動
詞

に
は
、
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
郵
便

報
知
新
聞
の
中
に
も
、
た
と
え
ば
、
格
助
詞
「
を
」

「
に
」
「
よ
り
」
に
Y
変
っ
た
用
法
が
あ
る
（
『
年
報

1
0
』
一
七
八
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
〔
ヲ
〕
（
今
日
で
は
「
に
」
を
用
い
る
と
こ
ろ
）

　
　
太
政
復
古
の
基
業
を
策
し
夙
夜
働
精
献
替
墨
書

　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
せ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
い
か
ん
な
お
め

　
　
以
て
今
日
の
不
績
を
賛
成
し
候
段
叡
感
尉
な
ら

　
　
す
（
明
治
二
・
五
・
二
〇
c
）

　
　
討
議
ノ
末
起
立
ヲ
命
シ
タ
ル
ニ
本
案
ヲ
賛
成
ス

　
　
ル
者
　
廿
七
人
（
明
治
一
一
・
四
・
一
六
e
）

　
　
又
世
人
ハ
～
政
府
ノ
慮
置
ニ
モ
自
由
主
義
ヲ
背

　
　
戻
ス
ル
ア
レ
ハ
喋
々
之
ヲ
虐
政
ト
呼
ヒ
（
明
治

　
　
一
一
八
・
八
b
）

　
〔
二
〕
（
今
日
で
は
「
を
」
を
用
い
る
と
こ
ろ
）

　
　
時
計
の
如
キ
ハ
外
飾
甚
タ
鹿
躁
ナ
ル
ハ
其
ノ
便

　
　
三
十
圓
二
下
ラ
ス
（
明
治
一
〇
・
一
二
・
三
b
）

　
　
都
鄙
二
黒
テ
等
差
ア
レ
匿
大
抵
右
ノ
銭
高
子
甚

　
　
タ
シ
ク
上
下
セ
ズ
（
明
治
＝
・
六
・
二
六
d
）

　
　
然
る
ユ
此
三
月
中
収
入
の
割
合
に
て
上
進
せ
ハ

　
　
此
年
度
中
の
収
入
A
必
ら
ず
八
九
十
万
圓
ユ
喩

　
　
る
を
知
へ
し
（
明
治
一
一
・
八
・
二
二
。
）

　
　
起
業
公
債
募
集
の
形
勢
ハ
妓
ユ
廿
一
目
の
計
算

　
　
よ
て
千
三
百
五
十
万
二
百
圓
の
額
を
為
し
己
ユ

　
　
募
集
額
ユ
起
過
す
る
云
々
（
明
治
一
一
・
七
・

　
　
二
四
。
）

　
〔
ヨ
リ
〕
（
今
目
な
ら
「
に
」
を
用
い
る
と
こ
ろ
）

　
　
何
に
依
ら
す
御
好
み
の
も
の
を
鏡
よ
リ
鳥
し
て

　
　
見
せ
申
さ
ん
と
言
ひ
け
れ
バ
（
明
治
一
一
・

　
　
七
・
二
七
e
）

　
　
所
謂
人
盛
ナ
レ
パ
天
二
勝
ツ
モ
ノ
ニ
シ
テ
徳
川

　
　
政
府
ノ
嚴
法
ヨ
ク
航
海
術
ノ
進
歩
ヲ
妨
ケ
タ
ル

　
　
ヨ
リ
外
ナ
ラ
ズ
（
明
治
一
一
・
一
・
一
〇
c
）

　
②
郵
便
報
知
の
自
立
語
に
助
詞
・
助
動
詞
が
、

ど
ん
な
割
合
で
現
れ
て
い
る
か
調
べ
る
と
、
自
立
劃

一
〇
に
つ
き
、
附
属
語
六
・
五
の
割
合
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
先
の
十
二
分
の
一
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
、
か

さ
ね
て
五
分
の
一
を
抽
出
し
、
助
詞
一
〇
、
〇
二
二

（
延
べ
）
、
助
動
詞
二
、
八
二
九
（
延
べ
）
を
採
集

し
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
に
現
れ
た
限
り
の
用
例
で
、
助

詞
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
は
七
九
種
。
ま
た
助

動
詞
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
は
三
二
種
で
あ
っ

た
（
『
年
報
1
0
』
一
八
○
～
一
八
一
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　
③
文
体
と
助
詞
・
助
動
詞
と
の
関
係
を
調
査
す

る
と
、
硬
文
体
、
軟
文
体
、
候
文
体
で
次
の
よ
う
な

状
況
が
推
察
さ
れ
た
（
『
年
報
1
0
』
　
一
八
二
頁
参

照
）
。〔

硬
文
体
で
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
〕

助
詞
一
ど
も
（
接
）
　
の
み
（
副
）
　
や
（
終
）

　
　
　
を
し
て
（
格
）
　
を
も
っ
て
（
接
）

助
動
詞
　
ざ
り
（
打
消
）
　
た
り
（
指
定
）

〔
軟
文
体
で
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
〕

助
詞
1
が
（
接
）
　
ど
（
接
）

助
動
詞
i
ず
（
打
消
）

〔
候
文
体
で
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
〕

助
詞
一
で
う
（
接
）
　
と
こ
ろ
（
接
）

助
動
詞
一
さ
う
ら
ふ
（
丁
寧
）

2
　
読
売
新
聞
と
東
京
絵
入
新
聞
の
用
語

〔
調
査
目
的
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
読
売
新
聞
と
東
京
絵
入
新
聞
は
、
小
新
聞
に
属
し

お
も
に
、
談
話
体
と
俗
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
小
新
聞
の
用
語
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た

軟
文
体
の
用
語
を
採
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

〔
調
査
方
法
〕

　
調
査
対
象
は
、
明
治
一
一
年
七
月
か
ら
、
明
治
一

二
年
六
月
ま
で
の
読
売
新
聞
と
東
京
絵
入
新
聞
の
一

年
分
と
し
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
っ
た
。
調
査

範
囲
は
、
談
話
体
と
俗
文
体
を
主
と
し
、
候
文
と
漢
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文
直
訳
体
の
部
分
を
の
ぞ
く
た
め
、
雑
報
欄
（
社
会

面
、
三
面
記
事
）
と
、
投
書
欄
と
を
調
査
し
た
。

　
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
、
一
、
年
壮
の
母
集
団
約
三
〇
〇

日
分
（
一
日
は
四
面
で
あ
る
か
ら
一
二
〇
〇
面
）
の

中
か
ら
、
月
の
上
旬
、
中
旬
、
下
旬
か
ら
無
作
為
に

各
一
日
を
抜
き
取
り
、
さ
ら
に
、
当
該
の
一
日
か
ら
、

一
面
を
無
作
為
に
抜
き
取
っ
た
。
こ
う
し
て
、
読
売

新
聞
、
東
京
絵
入
新
聞
、
各
三
六
面
を
得
た
。
調
査

．
に
は
無
作
為
抽
出
法
と
補
充
調
査
法
を
用
い
た
。
無

作
為
抽
出
法
は
、
七
行
か
ら
二
行
を
抜
き
取
る
一
種

の
等
間
隔
抽
出
法
を
用
い
、
行
の
全
用
語
を
採
集
し

た
。
補
充
採
集
法
は
、
無
作
為
抽
出
法
で
抽
出
さ
れ

な
か
っ
た
残
り
の
す
べ
て
の
行
か
ら
、
採
集
も
れ
の

見
出
し
語
の
す
べ
て
を
採
集
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
調
査
画
数
は
、
読
売
新
聞
二
、
七
六
〇
行
、

東
京
絵
入
新
聞
二
、
四
七
五
行
。
調
査
単
位
は
、
だ

い
た
い
文
節
に
近
い
α
単
位
を
用
い
距
。
採
集
枚
数

は
、
無
作
為
抽
出
法
で
、
読
売
五
隅
五
三
四
枚
、
東

京
絵
入
が
五
、
四
四
六
枚
で
あ
っ
た
。
補
充
採
集
法

で
は
、
読
売
三
、
二
三
六
枚
、
東
京
絵
入
三
、
三
三

二
枚
で
あ
っ
た
。
異
な
り
語
数
は
、
読
売
一
無
作
為

三
二
、
二
四
五
。
補
充
法
二
、
七
〇
四
。
東
京
絵
入

t
無
作
為
法
二
、
四
二
二
。
補
充
法
言
、
六
七
九
。

〔
語
彙
表
〕

　
①
五
十
音
順
語
彙
表
（
無
作
為
抽
出
法
と
補
充
採

集
法
で
得
た
異
な
り
語
八
三
九
四
語
）

　
②
使
用
度
数
一
〇
以
上
の
使
用
度
数
順
の
語
彙
表

（『

N
報
1
2
』
九
五
～
九
七
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
③
接
辞
的
要
素
の
表

〔
読
売
新
聞
と
東
京
絵
入
新
聞
の
用
語
〕

　
無
作
為
抽
出
法
に
よ
っ
て
得
た
語
の
使
用
度
数
一

〇
以
上
の
語
を
比
較
し
て
み
る
と
、
読
売
で
使
用
度

数
一
〇
以
上
の
語
が
五
九
語
、
東
京
絵
入
で
は
五
四

語
で
、
．
両
者
に
共
通
の
語
は
、
三
一
語
で
あ
っ
た
。

読
売
新
聞
と
東
京
絵
入
新
聞
と
の
違
い
は
、
東
京
絵

入
に
、
文
語
形
の
用
語
が
多
い
こ
と
で
、
そ
れ
は

「
有
ル
・
有
り
」
に
顕
著
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
読

　
　
　
　
き
の
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
と
い

売
に
は
、
「
昨
日
・
此
程
・
今
日
・
一
昨
日
・
同
所
」

な
ど
報
道
に
必
要
な
、
い
つ
、
ど
こ
で
と
い
う
用

語
、
あ
る
い
は
「
同
・
同
所
」
の
よ
う
に
、
同
語
の

反
覆
を
さ
け
る
新
聞
記
事
に
特
色
の
あ
る
用
語
が
多

い
。
ま
た
、
筋
（
其
の
筋
）
・
火
事
・
懲
役
と
い
う

語
も
読
売
に
多
く
、
東
京
絵
入
の
、
つ
や
種
の
多
い

記
事
の
傾
向
と
、
違
い
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る

（『

N
報
1
2
』
九
七
～
九
八
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

〔
大
新
聞
と
小
新
聞
の
用
語
〕

　
郵
便
報
知
新
聞
の
各
層
と
読
売
・
東
京
絵
入
と
の

用
語
の
重
複
を
し
ら
べ
る
と
、
郵
便
報
知
新
聞
の
雑

報
欄
の
用
語
と
重
複
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い

（『

N
報
1
2
』
九
四
ぺ
！
ジ
）
。
次
に
大
新
聞
と
小
新

聞
の
違
い
を
み
る
と
、
無
作
為
抽
出
法
の
使
用
度
数

一
〇
以
上
の
語
で
は
、
小
新
聞
に
は
、
口
語
形
の
動

詞
・
形
容
詞
が
多
い
。
こ
れ
は
小
新
聞
に
談
話
体
が

多
い
の
で
当
然
で
あ
る
。
大
新
聞
に
あ
っ
て
小
新
聞

に
全
然
あ
ら
わ
れ
な
い
の
は
、
「
及
ビ
」
「
日
ク
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
な

あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
の
は
「
至
ル
」
「
得
」
「
為

ス
」
「
依
ル
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
文
章
語
系

統
の
用
語
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
大
新
聞
と
小
新
聞
で
対
照
的
な
類
義
語
に
は
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
じ
つ

時
に
関
す
る
も
の
が
あ
り
、
大
新
聞
の
「
昨
日
」

　
さ
く
じ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

コ
昨
日
」
「
本
月
」
「
去
月
」
は
、
小
新
欄
で
「
昨

の
う
　
　
　
お
と
と
い

日
」
二
昨
日
」
「
今
日
」
「
先
月
」
と
な
っ
て
お
り
、

大
新
聞
の
「
妻
」
は
小
新
聞
で
「
女
房
」
、
「
死
ス
」

「
死
亡
」
は
「
死
ヌ
」
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
調
査
で
は
、
談
話
体
と
俗
文
体
と
を
区
別
せ
ず

に
、
．
軟
文
体
と
し
て
一
括
し
て
い
る
が
、
談
話
体
と

俗
文
体
と
の
用
語
の
違
い
は
、
調
査
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

〔
小
新
聞
の
表
記
〕
．

　
郵
便
報
知
新
聞
の
表
記
と
異
な
る
点
は
、
本
文
が

総
ル
ビ
で
あ
る
こ
と
、
濁
点
・
半
濁
点
が
全
部
つ
け

て
あ
る
こ
と
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
の
な
い
こ
と
の

三
点
で
、
他
は
同
じ
で
あ
る
（
『
年
報
1
2
』
一
〇
四

ペ
ー
ジ
参
照
）
。
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、
も

皿

学
術
書
の
用
語

〔
調
査
目
的
〕

　
い
わ
ゆ
る
文
化
的
用
語
の
地
盤
は
、
主
と
し
て
明

治
初
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

医
学
・
薬
学
・
物
理
・
化
学
・
天
文
な
ど
の
技
術
的

領
域
で
は
、
蘭
学
な
ど
を
通
じ
て
早
く
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
の
訳
語
が
流
行
し
、
ま
た
定
着
し
た
の
で
あ
る

が
、
明
治
維
新
と
と
も
に
、
法
律
・
政
治
・
経
済
・

哲
学
・
教
育
・
美
学
、
そ
の
他
の
学
術
・
文
物
・
制

度
の
広
い
領
域
に
わ
た
っ
て
新
し
い
用
語
が
数
多
く

現
れ
て
は
消
え
て
い
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
明
治
初

期
に
新
し
く
発
生
し
、
交
替
し
、
変
遷
し
、
消
滅
あ

る
い
は
定
着
し
た
用
語
の
様
相
を
と
ら
え
る
た
め
、

ま
た
、
硬
文
体
の
用
語
を
補
充
す
る
目
的
で
行
わ
れ

た
。

〔
資
料
〕

　
資
料
は
、
明
治
一
～
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
次
の

二
三
種
五
二
冊
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
底
本
に
は
、

国
立
国
語
研
究
所
蔵
の
原
本
を
使
用
し
た
。
な
お
、

⑪
と
㈱
は
、
同
一
の
雑
誌
で
あ
る
が
日
本
人
の
作
品

と
翻
訳
作
品
に
分
け
た
の
で
、
二
種
と
し
て
か
ぞ
え

た
。

〈
日
本
人
の
作
品
〉

　
ω
山
田
俊
蔵
・
大
角
豊
次
郎
著
「
近
世
事
情
」

　
　
（
全
一
二
編
）
七
冊
・
明
治
六

　
②
加
藤
弘
之
著
『
国
体
新
論
』
一
冊
　
明
治
八

　
㈹
高
橋
易
直
編
『
明
治
出
勤
』
三
冊
　
明
治
一
〇

　
ω
高
橋
易
直
編
『
厨
口
治
文
妙
』
四
冊
　
明
治
一

　
　
〇

　
㈲
福
沢
諭
吉
著
『
福
沢
文
集
』
二
冊
　
明
治
一
一

　
㈹
田
口
卯
吉
著
．
『
日
本
開
化
小
史
』
六
冊
　
明
治

　
　
一
一

　
6
り
大
月
直
四
郎
編
『
日
本
暗
射
地
図
教
授
法
』
一

　
　
冊
　
明
治
＝

　
圖
渡
辺
修
次
郎
著
『
明
治
開
化
史
』
一
冊
　
明
治

　
　
二
二

　
働
福
沢
諭
吉
著
『
民
間
経
済
録
』
二
冊
　
明
治
一

　
　
〇

　
⑳
福
沢
諭
吉
著
『
時
事
小
言
』
一
冊
　
明
治
一
四

　
⑪
『
東
京
学
士
二
院
雑
誌
』
（
明
治
一
五
年
度
合

　
　
本
）
一
冊
　
明
治
一
五
（
日
本
人
の
作
品
）

　
圃
藤
田
茂
吉
著
『
文
明
東
漸
史
』
　
一
冊
　
明
治
一

　
　
七

　
　
　
　
な
さ
お

　
⑱
青
田
旧
著
『
内
地
雑
居
之
準
備
』
一
冊
　
明

　
治
一
九

個
藤
田
武
城
編
『
文
明
実
地
演
説
』
（
前
）
一
冊

　
明
治
二
〇

〈
翻
訳
作
品
V

　
バ
　
ロ
ン
マ
ル
テ
ソ
ス

面
巴
倫
馬
児
顛
（
独
）
著
　
福
地
源
一
郎
訳
『
外

　
国
交
際
公
法
』
二
冊
　
明
治
ニ

　
フ
　
ラ
ソ
シ
　
ス
　
イ
ン
グ
ラ
ア
ド

㈹
芙
蘭
志
須
英
乱
川
（
英
）
著
　
小
幡
篤
次
郎
訳

　
『
英
氏
経
済
論
』
（
巻
一
～
三
）
三
冊
　
明
治
四

⑳
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
（
英
）
著
　
前
田
利
器
訳
『
百

　
科
全
書
』
（
商
業
編
）
二
冊
　
明
治
七

　
ス
　
　
ト
　
　
ウ

⑱
斯
由
宇
（
英
）
著
島
田
脩
野
帰
『
消
毒
新

　
論
』
　
一
冊
　
明
治
七

⑲
弥
児
（
英
）
著
　
林
董
・
鈴
木
重
孝
共
訳
『
弥

　
児
経
済
論
』
（
初
編
）
八
冊
　
明
治
八
－
一
五

⑳
　
M
・
ヂ
ュ
チ
ャ
テ
レ
ト
（
仏
）
著
　
刀
根
宗
二

　
郎
訳
『
娼
婦
論
』
二
冊
　
明
治
一
〇

　
エ
　
　
　
　
ク
　
　
レ
　
　
マ
ン

⑳
埃
・
寄
烈
曼
著
　
平
塚
口
訳
『
夫
婦
衛
生
論
』

　
　
一
冊
　
明
治
一
五

⑳
ア
ル
フ
ェ
ー
ス
・
ト
ッ
ド
（
英
）
著
　
尾
崎
行

　
雄
訳
『
英
国
議
院
政
治
論
』
（
首
巻
）
一
冊

　
明
治
一
五

㈱
『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』
（
明
治
一
五
年
度
合

　
本
）
一
冊
　
明
治
一
五
（
翻
訳
作
品
）

〔
調
査
方
法
〕

用
語
の
採
集
に
は
、
客
観
法
（
標
本
抽
出
法
）
と
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主
観
法
を
用
い
た
。
客
観
法
は
、
ペ
ー
ジ
を
単
位

に
、
三
〇
分
の
一
の
比
率
で
サ
ン
プ
ル
を
無
作
為
に

抽
出
し
、
サ
ン
プ
ル
に
当
た
っ
た
ペ
ー
ジ
の
す
べ
て

の
語
を
採
集
し
た
。
採
集
語
数
は
一
四
、
九
八
○
で

あ
っ
た
。
母
集
団
の
推
定
延
べ
語
数
は
、
助
詞
・
助

動
詞
を
除
き
、
約
四
五
万
で
あ
る
。
主
観
法
は
、
使

用
度
数
の
低
い
と
思
わ
れ
る
用
語
を
主
観
的
に
抜
き

だ
し
て
採
集
す
る
や
り
方
で
、
ペ
ー
ジ
を
単
位
に
、

四
分
の
一
の
比
率
で
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
、
サ
ン
プ

ル
に
当
た
っ
た
ペ
ー
ジ
全
体
か
ら
必
要
な
用
語
を
採

集
し
た
。
採
集
語
数
は
一
四
、
二
九
二
で
あ
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
次
の
語
彙
表
を
作
成
し
、
分
析
を
行

っ
た
（
『
年
報
1
0
～
1
1
』
．
参
照
）
。

〔
語
彙
表
〕

　
①
五
十
音
順
語
彙
表
、
第
一
表
（
主
観
法
・
客
観

法
の
採
集
用
語
を
あ
わ
せ
た
も
の
。
た
だ
し
人
名
・

地
名
・
数
詞
を
除
く
）

　
②
五
十
音
順
語
彙
表
、
第
二
表
（
客
観
法
で
採
集

し
た
用
語
の
う
ち
、
使
用
度
数
一
σ
以
上
の
も
の
）

　
〔
使
用
度
数
と
使
用
範
囲
（
出
典
数
）
と
の
相
関
関

係
〕　
明
治
初
期
の
学
術
・
論
説
的
文
献
二
三
種
の
客
観

法
に
よ
る
使
用
度
数
の
高
い
語
の
度
数
順
位
一
〇
位

ま
で
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

使
用
度
数
一
順
位

三
五
一
以
上

二
五
一
～
三
五
〇

一
五
一
～
二
五
〇

一
〇
一
～
一
五
〇

　
九
一
～
一
〇
〇

五六七八

～
九
〇

～
八
○

～
七
〇

～
六
〇

四
一
～
五
〇

九八七六五四三ニ一一
〇

語
数
一
語

例

2213212452

或又多得ウ至時所言事之有
ハ　《シ　　ル　　　　ウ　　　　リ

　接政＊　人＊　．者
以＊）即府亦　　此　　其

覇鴫梅論ノ
》　 ス　　　　　妊
　　　　　　り

　
ま
た
、
使
用
範
囲
（
出
典
数
）
の
広
い
語
、
使
用

文
献
数
一
六
以
上
の
語
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。盟
璽
順
位
回
数

語

例

一　一一一二　二　二二
六七八九〇　一二三

八　七六五四　三ニー

4　　　1　　3　　1　　3　　　6　．　3　　2

、

為　即或旧風又言之有
チハルノ＾ウ　　リ
成＊　　　　　接　為ス
ル　　得’　時》事　　其

者ノ
皆＊　多　　亦　所

シ　　　《

由　　　　　副　無
ル　　　　　　　　》　　シ

為ナ

ス

〔
注
〕
＊
印
は
、
相
手
方
の
表
に
な
い
語
。

．．

ｱ
の
両
者
を
、
ス
ピ
ア
マ
ン
の
順
位
相
関
係
数
を

求
め
る
公
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
使
用
度

数
の
使
用
範
囲
に
対
す
る
順
位
相
関
係
数
百
く
1
1

0
・
。
。
ω
．
使
用
範
囲
の
使
用
度
数
に
対
す
る
順
位
相
関

係
数
言
く
“
O
る
G
。
と
な
り
、
前
者
の
相
関
係
数
の

方
が
い
く
ら
か
強
い
よ
う
で
あ
る
（
『
年
報
1
1
』
一
四

一
～
一
四
三
ペ
ー
ジ
参
照
）
Q

〔
主
観
法
と
客
観
法
〕

　
な
お
、
主
観
法
と
客
観
法
と
の
採
集
結
果
を
比
較

す
る
と
、
結
論
と
し
て
、
客
観
的
用
語
採
集
は
、
い

わ
ば
語
彙
体
系
の
中
心
的
現
象
を
ね
ら
う
も
の
で
あ
・

り
、
主
観
的
用
語
採
集
は
、
語
彙
体
系
の
周
辺
的
現

象
を
ね
ら
う
も
の
に
適
七
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
（
『
年
報
1
1
』
一
四
四
～
一
四
八
ペ
ー
ジ
参

照
）
。
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W
　
翻
訳
小
説
の
用
語

〔
調
査
目
的
〕

　
明
治
初
期
に
移
入
さ
れ
た
西
洋
文
明
は
、
大
部
分

が
翻
訳
を
通
し
て
日
本
人
に
吸
収
さ
れ
た
。
小
説
の

翻
訳
も
ま
た
娯
楽
の
た
め
で
は
な
く
、
西
洋
文
明
を

へ

」

、

「



《

㌃

ノ

移
入
す
る
た
め
、
学
術
上
に
益
あ
る
も
の
と
し
て
訳

さ
れ
、
戯
作
小
説
と
は
目
的
の
異
な
っ
た
高
度
の
内

容
を
も
つ
も
の
と
し
て
読
ま
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
、
漢
文
直
訳
体
の
も
の
が
多

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
翻
訳
小
説
も
明

治
二
〇
年
に
近
く
な
る
と
、
教
育
が
普
及
し
、
一
般

．
女
子
が
読
者
に
加
わ
っ
た
た
め
、
漢
宇
平
仮
名
交
り

文
、
総
ル
ビ
の
表
記
形
式
を
と
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
同
一
作
品
が
、
二
通
り
の
表
記
形
式

で
訳
さ
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
リ
ッ
ト
ン
の

『
マ
ル
ツ
ラ
バ
ー
ス
』
と
『
ア
リ
ス
』
を
翻
訳
し
た

漢
文
直
訳
体
の
『
欧
洲
奇
事
花
柳
春
話
』
（
丹
羽
純

一
郎
訳
　
明
治
一
一
～
＝
一
）
と
、
和
文
体
の
『
通

俗
花
柳
春
話
』
（
織
田
純
一
郎
訳
　
明
治
一
七
）
の

用
語
を
、
漢
語
を
中
心
に
、
文
体
と
の
関
連
に
お
い

て
と
ら
、
兄
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
訳
者
の
丹
羽

と
織
佃
は
同
一
人
物
で
あ
る
。

　
な
お
、
当
時
の
翻
訳
は
、
今
日
の
翻
案
に
近
い
も

の
で
、
青
木
輔
清
の
『
無
類
捷
経
英
学
童
子
解
』

（
明
治
一
八
）
に
は
、
直
訳
と
翻
訳
を
区
別
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
ジ
フ
ヅ
リ
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ウ
ヨ
ミ

　
原
語
ヲ
郵
貯
ノ
通
り
ニ
陸
　
読
ニ
ス
ル
ハ
、
則
チ
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
ヤ
ク
　
　
ホ
ド
ロ
　
　
　
カ
　
ヘ
リ

　
国
ノ
言
語
ナ
リ
、
之
二
邦
訳
ヲ
施
シ
、
転
回
ヲ
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
タ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヨ
ク
ヤ
ク

　
ケ
テ
一
語
モ
残
ラ
ズ
、
直
二
之
ヲ
読
ム
ヲ
直
訳
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ユ
ノ
ジ
ヨ

　
云
ヒ
、
又
原
語
ノ
順
序
二
型
ラ
ズ
、
唯
原
文
ノ
意

　
味
ヲ
採
テ
之
ヲ
我
が
文
二
翻
案
シ
タ
ル
ヲ
翻
訳
ト

　
云
フ
『
花
柳
春
話
』
の
翻
訳
も
、
後
者
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
．
た
。
底
本
に
は
国
立
国
語
研
究
所
蔵
本
を
使
用

し
た
。
た
だ
し
、
『
通
俗
花
柳
春
話
』
は
合
冊
本
を

用
い
た
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
現
在
継
続
中
で
あ
る
。

〔
調
査
方
法
〕

　
用
語
の
採
集
は
漢
文
直
訳
体
と
和
文
体
と
の
比
較

の
た
め
、
自
立
語
の
全
数
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
単

位
は
、
文
節
で
あ
る
が
、
漢
語
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
に
扱
っ
た
。

　
ω
並
立
語
は
一
単
位
と
す
る
。

　
　
（
例
）
真
善
美
・
花
鳥
風
月
・
唯
々
諾
々

　
②
連
体
修
飾
語
＋
被
修
飾
語
は
一
単
位
と
す
る
。

　
　
（
例
）
○
○
式
○
○
・
○
○
的
0
0
・
普
通
学

　
　
　
　
　
士
・
人
簑
交
際

　
㈹
「
漢
語
＋
漢
語
」
＋
の
＋
体
言
の
関
係
で
、

　
　
「
漢
語
＋
漢
語
」
が
主
述
の
関
係
、
連
用
修
飾

　
　
語
＋
被
修
飾
語
の
関
係
に
あ
る
も
の
は
、
一
士

　
　
位
と
す
る
。

　
　
（
例
）
風
日
美
妖
ノ
好
時
節
・
一
笑
傾
国
ノ
風
姿

　
㈲
「
漢
語
＋
数
詞
」
の
関
係
で
、
連
体
修
飾
語
＋

　
　
被
修
飾
語
の
関
係
に
あ
る
も
の
は
一
単
位
と
す

　
　
聖

　
　
（
例
）
午
後
五
時
・
短
歌
一
篇

　
㈲
人
名
の
姓
と
名
は
切
ら
な
い
。

〔
語
彙
表
〕

　
①
『
欧
洲
奇
事
花
柳
春
心
』
自
立
語
索
引

　
②
『
通
俗
花
柳
春
話
』
自
立
語
索
引

〔
語
種
と
文
体
〕

『
欧
洲
奇
事
花
柳
春
暁
』
（
以
下
『
欧
洲
奇
事
』
と
、

略
称
す
る
）
と
『
通
俗
花
柳
春
話
』
（
以
下
『
通
俗
』

と
略
称
す
る
）
の
語
種
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
漢

語
が
、
後
者
は
和
語
が
多
い
。
こ
れ
は
文
体
か
ら
み

て
当
然
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
『
欧
洲
奇
事
』
の
初

編
と
そ
れ
に
対
応
す
る
『
通
俗
』
の
部
分
と
で
は
、

異
な
り
語
数
で
、
『
欧
洲
奇
事
』
は
和
語
（
二
七
％
）

漢
語
（
五
一
％
）
、
和
漢
混
種
語
（
一
九
％
）
、
そ
の

他
（
三
％
）
と
な
り
、
『
通
俗
』
は
和
語
（
七
六
％
）
、

漢
語
（
一
七
％
）
、
和
漢
混
種
語
（
五
％
）
、
そ
の
他

（
二
％
）
．
と
な
る
。
し
か
し
、
延
べ
語
数
に
な
る
と
、

両
作
品
と
も
和
語
が
も
っ
と
も
多
く
な
り
、
語
種
と

文
体
と
の
関
係
は
異
な
り
語
に
反
映
す
る
よ
う
で
あ

る
。

〔
語
構
成
と
文
体
〕

　
語
種
の
構
成
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
和
漢
混
種
語

に
文
体
の
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
、
和
漢
混
種
語
動

詞
の
語
構
成
を
調
査
す
る
と
、
二
作
品
の
全
編
を
通
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じ
て
、
十
種
の
類
型
が
み
ら
れ
た
。

ω
漢
語
＋
す

　
ω
漢
語
＋
す
＋
和
語
動
詞
．

．
㈲
漢
語
十
な
す

　
ω
漢
語
＋
な
す
＋
和
語
動
詞

　
㈲
漢
語
＋
い
た
す

　
㈲
和
語
＋
漢
語
＋
す

　
ω
和
語
＋
漢
語
＋
す
＋
和
語
動
詞

・
㈲
漢
語
＋
和
語
＋
す

　
㈱
漢
語
＋
和
語
＋
な
す

　
⑳
漢
語
＋
和
語
＋
漢
語
＋
和
語
＋
す

　
こ
の
う
ち
、
漢
文
直
訳
体
の
『
欧
洲
奇
事
』
に
は

ω
ω
㈲
ω
の
四
種
類
が
あ
り
、
和
文
体
の
『
通
俗
』

に
は
十
種
類
が
あ
る
。
そ
し
て
後
要
素
も
、
．
前
者
が

「
す
」
、
「
す
＋
和
語
動
詞
」
の
二
種
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
後
老
は
、
そ
の
ほ
か
に
、
「
な
す
」
「
な
す
＋

和
語
動
詞
」
「
い
た
す
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
和
語

動
詞
の
部
分
を
比
較
す
る
と
、
『
欧
洲
奇
事
』
に
は

「
う
」
「
さ
る
」
「
あ
た
う
」
「
お
わ
る
」
「
き
た
る
」

「
た
ま
う
」
「
つ
く
す
」
の
七
語
、
『
通
俗
』
に
は
一

五
語
、
「
う
」
「
あ
う
」
「
い
る
（
居
）
」
「
い
る
（
入
）
」

「
お
く
」
「
こ
む
」
「
ざ
る
」
「
だ
す
」
「
は
つ
」
「
み

る
」
「
た
ま
う
」
「
は
べ
り
」
「
ま
い
ら
す
」
「
わ
ず

ら
ヶ
」
「
た
て
ま
つ
る
」
が
み
え
る
。
前
者
に
は
漢

文
的
表
現
の
語
が
多
く
、
後
者
に
は
敬
語
動
詞
が
多

い
。

〔
漢
文
直
訳
体
と
和
文
体
と
の
．
表
現
の
対
応
〕

　
文
体
の
違
い
に
よ
っ
て
、
和
語
と
漢
語
の
使
用
度

数
に
特
色
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
『
欧
洲
奇
事
花
柳

春
話
』
の
四
字
漢
語
が
、
『
通
俗
花
柳
尊
話
』
で
は

ど
う
な
っ
て
い
．
る
か
、
そ
の
対
応
す
る
表
現
を
調
べ

る
と
、
い
く
つ
か
の
類
型
的
対
応
が
み
ら
れ
る
。
四

字
漢
語
が
並
立
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
例
示
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
㈲
漢
語
－
漢
語
（
同
語
）
．

　
　
　
　
　
　
ソ

　
文
學
技
藝
二
疎
ナ
リ
ト
錐
臣
（
欧
）

　｛
　
ぶ
ん
が
く
ぎ
　
げ
い
　
　
う
と

　
文
學
技
藝
に
．
疎
け
れ
ど
も
（
通
）

　
㈲
漢
語
一
漢
語
（
別
語
）

　
舶
肥
ク
事
物
ノ
是
非
得
失
ヲ
辮
解
ス
ル
ヲ
得
ン

　←
　
（
欧
）
　
　
。
イ
ワ
ル
イ
ン
．
、
ク
ワ
カ
．

　
　
　
　
　
　
わ
き
ま
へ
う

　
　
　
だ
う
り

　
物
の
是
非
を
辮
知
得
べ
し
（
通
）

　
㈲
漢
語
i
和
語

　
セ
イ
ジ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
ソ
チ

　
正
邪
善
悪
ハ
人
性
ノ
自
然
二
黒
知
ス
ル
所
（
欧
）

轟
蓄
髪
鼻
繋
れ
ば

　
④
漢
語
－
和
語
＋
の
＋
和
語

　
　
　
ク
ワ
ソ
ゲ
ソ

　
　
唱
歌
管
絃
ヲ
教
ユ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
（
欧
）

　｛　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ

　
　
を
し
ふ
る
と
こ
ろ
　
た
だ
い
と
た
け

　
　
教
所
は
蕾
管
弦
の
業
の
み
な
ら
ず
（
通
）

　
㈲
漢
語
－
文

　
　
マ
．
ル
ツ
ラ
バ
ー
ス
ハ
貧
富
量
貝
賎
ヲ
論
セ
ス
（
欧
）

｛
蒙
釜
婁
撃
灘
を
響
（
通
）

　
こ
の
よ
う
に
、
対
応
ず
る
表
現
は
同
じ
場
合
も
あ

る
が
、
た
い
て
い
は
、
漢
語
が
和
語
か
文
の
形
に
な

傷
℃
対
応
し
、
同
じ
漢
語
で
も
「
是
非
得
失
」
が

だ
う
り

「
是
非
」
（
道
理
）
の
よ
う
に
、
平
易
な
漢
語
で
対
応

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
．
文
体
に
よ
る
相
異
を
示
す
と

と
も
に
、
そ
の
文
体
と
読
者
と
の
関
係
を
示
唆
し
て

い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
漢
語
の
構
成
字
数
、
品
詞
の
分
布
、

同
一
語
に
対
す
る
漢
字
表
記
の
種
類
な
ど
、
文
体
の

相
異
を
反
映
し
て
い
る
が
省
略
す
る
。
．
（
『
年
報
2
0
～

2
4
．
』
参
照
、
『
言
語
艶
治
』
昭
和
四
八
年
四
月
号
．

飛
田
良
文
「
現
代
漢
語
の
源
流
」
参
照
）

V

そ
の
他
の
成
果

丁
　
話
し
こ
と
ば
の
用
語
調
査

〔
調
査
目
的
〕

　
話
し
こ
と
ば
の
用
語
を
採
集
す
る
た
め
、
問
答
体

と
会
話
体
の
『
交
易
問
答
』
（
二
冊
　
明
治
二
年
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R

旧．

亭

｝

加
藤
弘
蔵
著
）
と
『
安
愚
早
筆
』
（
三
編
五
冊
明

治
四
～
五
年
　
仮
名
垣
魯
文
著
）
を
調
査
対
象
と
し

た
。
こ
の
両
者
は
、
そ
の
語
数
が
比
較
的
少
量
で
あ

る
の
で
、
各
種
文
献
の
総
索
引
を
作
成
す
る
時
の
た

め
の
実
験
的
な
試
み
と
し
て
、
自
立
語
・
付
属
語
の

全
数
調
査
を
行
っ
た
。
『
交
易
問
答
』
の
底
本
は
、

近
代
語
研
究
室
蔵
の
原
本
、
『
安
愚
懸
盤
』
の
底
本

に
は
、
近
代
語
研
究
室
蔵
の
二
戸
と
広
田
栄
太
郎
氏

蔵
の
初
編
、
三
編
を
用
い
た
。

〔
調
査
方
法
〕

　
採
集
カ
ー
ド
は
、
全
数
調
査
で
あ
る
こ
と
、
文
脈

を
長
く
と
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
、
本
文
を
カ
ー
ド

に
騰
写
印
刷
し
た
。
自
立
語
の
調
査
単
位
は
、
『
明

治
初
期
の
新
聞
の
用
語
』
（
一
九
ペ
ー
ジ
）
に
従
い
、

付
属
語
は
、
お
お
む
ね
、
『
現
代
語
の
助
詞
・
助
動

詞
』
（
国
研
報
告
3
）
に
従
っ
た
。
そ
の
結
果
『
交

易
問
答
』
で
は
、
自
立
語
総
数
四
、
七
二
九
語
、
人

名
・
地
名
・
数
詞
を
除
い
て
四
、
五
〇
〇
語
、
異
な

り
九
三
四
語
を
、
付
属
語
は
、
助
詞
三
、
〇
三
三
語

異
な
り
四
七
語
を
、
助
動
詞
六
八
五
語
、
異
な
り
一

七
語
を
得
た
。
『
安
愚
上
戸
』
は
、
自
立
語
数
一
〇
、

〇
一
九
語
、
人
名
・
地
名
・
数
詞
を
除
い
て
、
九
、

三
七
〇
語
、
異
な
り
四
、
一
三
一
語
を
、
付
属
語

は
、
助
詞
七
、
二
三
一
語
、
異
な
り
八
八
語
、
助
動

詞
一
、
五
〇
五
語
、
異
な
り
三
五
語
を
得
た
。

〔
語
彙
表
・
索
引
〕

　
両
書
に
つ
い
て
は
、
自
立
語
・
付
属
語
の
五
十
音

順
語
彙
表
を
作
成
し
、
自
立
語
に
つ
い
て
は
索
引

を
作
成
し
た
（
『
年
報
1
2
』
八
六
～
八
七
ベ
ー
ジ
参

照
）
。
　
な
お
、
『
安
愚
楽
鍋
』
は
、
助
詞
・
助
動
詞
の
索

引
を
作
成
し
（
『
年
報
1
8
』
参
照
）
、
自
立
語
索
引
を

修
正
し
て
、
近
く
刊
行
の
予
定
で
あ
る
（
『
年
報
2
4
』

参
照
）
。

〔
語
種
の
分
布
〕

　
安
愚
運
上
、
交
易
問
答
、
小
新
聞
の
品
詞
別
・
語

種
別
分
布
表
が
『
年
報
1
3
』
の
四
〇
～
四
四
ペ
ー
ジ

に
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

2
　
索
引
・
目
録

　
国
立
国
語
研
究
所
近
代
語
研
究
室
で
行
っ
て
き
た

調
査
研
究
の
あ
ら
ま
し
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、

ほ
か
に
、
索
引
や
目
録
の
草
稿
が
あ
る
の
で
、
一
括

し
て
紹
介
す
る
。

ω
　
明
治
初
期
漢
語
辞
書
八
種
総
索
引
（
稿
）

　
こ
の
索
引
は
、
明
治
初
期
の
日
誌
・
新
聞
・
布
令

の
漢
語
を
あ
つ
め
た
分
類
体
の
漢
語
辞
書
八
種
の
語

彙
を
五
十
音
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
語
辞

書
は
次
の
八
種
で
あ
る
。

　
　
①
『
漢
語
字
類
』
庄
原
謙
吉
明
治
二
年

　
　
②
『
日
誌
字
解
』
岩
崎
茂
実
明
治
二
年

　
　
③
『
令
書
熟
語
解
』
伊
藤
正
就
明
治
二
年

　
　
④
『
新
撰
字
類
』
松
屋
貫
一
明
治
三
年

　
　
㈲
『
大
全
漢
語
解
』
岩
井
久
真
　
明
治
四
年

　
　
⑥
『
新
撰
字
解
』
岩
崎
茂
実
明
治
七
年

　
　
⑦
『
掌
中
類
聚
漢
語
集
』
楼
春
雄
明
治
八
年

　
　
⑧
『
音
訓
新
聞
字
引
』
萩
原
乙
彦
明
治
九
年

　
な
お
、
こ
の
八
種
の
辞
書
別
五
十
音
順
索
引
も
作

成
さ
れ
て
い
る
。

　
②
『
世
外
楽
鍋
』
総
索
引
（
近
刊
）

　
㈲
『
交
易
問
答
』
自
立
語
索
引
（
稿
）

　
ω
『
真
政
大
意
』
自
立
語
索
引
（
稿
）

　
㈲
『
欧
洲
奇
事
花
柳
春
立
』
自
立
語
索
引
（
稿
）

　
㈹
『
通
俗
花
柳
春
話
』
自
立
語
索
引
（
稿
）

　
の
『
舞
姫
』
自
立
語
索
引
（
稿
）
〈
森
鴎
外
〉

　
㈲
『
地
震
』
自
立
語
索
引
（
稿
）
〈
森
鴎
外
〉

　
㈹
国
立
国
語
研
究
所
蔵
「
明
治
文
庫
」
目
録
（
稿
）

　
⑳
漢
語
研
究
に
関
す
る
著
書
論
文
目
録
（
稿
）

　
な
お
、
第
四
研
究
部
で
は
電
子
計
算
機
を
利
用
し

て
、
漱
石
・
鴎
外
の
作
品
に
つ
い
て
文
脈
つ
ぎ
の
索

引
を
作
成
し
て
い
る
（
『
年
報
2
4
』
、
『
言
語
生
活
』

昭
和
四
八
年
六
月
号
「
国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・

－
」
参
照
）
。
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W
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
方
向

1

明
治
時
代
語
研
究
の
視
点

　
明
治
時
代
語
の
実
態
は
、
岩
淵
悦
太
郎
・
松
村

明
・
森
岡
健
二
・
池
上
禎
造
・
中
村
通
夫
・
山
本
正

秀
・
古
田
東
朔
の
諸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
の
個

人
研
究
と
、
前
述
の
国
立
国
語
研
究
所
近
代
語
研
究

室
の
標
本
抽
出
法
お
よ
び
全
数
調
査
に
よ
る
巨
視
的

研
究
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
言
語
体
系
の
輪
郭
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
今
日
ま
で
の
明
治
時
代
語
研
究

は
、
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
あ
り
、
模
索
の
時
代
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
客
観
的
デ
ー
タ

に
よ
っ
て
、
明
治
時
代
語
の
体
系
と
実
態
が
わ
か
っ

て
き
た
。
そ
こ
に
み
ら
れ
た
の
は
、
す
で
に
一
～
V

で
述
べ
た
よ
う
に
、
身
分
制
度
と
話
し
言
葉
の
関
係

で
あ
り
、
表
記
・
語
彙
・
文
体
と
書
き
言
葉
と
の
深

い
関
連
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
巨
視
的
考
察
も
、

微
視
的
考
察
に
よ
る
確
実
な
見
通
し
の
上
に
そ
の
効

果
が
発
揮
さ
れ
る
。
今
後
、
音
韻
・
文
法
・
語
彙
・

文
体
・
表
記
の
各
．
分
野
に
わ
た
っ
て
、
通
時
的
、
体

系
的
、
ま
た
個
別
的
研
究
の
進
展
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

　
国
立
国
語
研
究
所
近
代
語
研
究
室
に
お
い
て
も
、

明
治
百
年
の
語
彙
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

目
下
、
東
京
日
日
新
聞
を
資
料
と
し
て
、
賜
治
一
〇

年
か
ら
一
〇
年
間
隔
で
昭
和
四
二
年
ま
で
の
調
査
を

進
め
て
い
る
。
な
お
こ
の
研
究
は
、
「
現
代
語
の
形

成
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
代
表
・
岩
淵
悦

太
郎
）
と
い
う
題
目
で
、
昭
和
4
4
～
4
6
年
に
か
け
て

科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
。

　
最
後
に
、
国
立
国
語
研
究
所
の
今
日
ま
で
の
研
究

の
中
か
ら
、
明
治
時
代
語
の
特
色
と
問
題
点
を
示
す

語
彙
を
．
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
こ
う
。

2

東
京
（
漢
字
音
に
関
す
る
も
の
）

　
首
都
「
東
京
」
の
名
称
は
、
「
自
今
江
戸
ヲ
称
シ

テ
東
京
ト
池
ン
」
と
い
う
詔
勅
が
慶
応
四
年
七
月
一

七
日
に
出
さ
れ
て
き
ま
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
初
期

に
は
、
こ
の
「
東
京
」
に
、
ト
ウ
ケ
イ
と
ト
ウ
キ
ョ

ウ
の
呼
び
方
が
な
ら
び
行
な
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

ト
ウ
ケ
イ
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ケ
イ
ア
サ
ク
サ
キ
ソ

　
干
時
明
治
第
五
年
壬
申
ノ
孟
春
吉
旦
東
京
浅
草
金

　
リ
ュ
ウ
ザ
ン
カ
　

リ
ョ
テ
ン

龍
山
下
ノ
旅
店
（
安
愚
細
謹
）

　
　
　
と
う
け
い
　
　
　
　
　
　
　
ま
を
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ

　
ま
だ
東
京
を
江
戸
と
申
し
ま
し
た
頃
（
牡
丹
燈
籠
）

　
ぶ
ん
ざ
う
　
　
　
　
　
と
う
け
い
　
　
る
　
　
　
を
　
ぢ
　
　
　
も
と
　
　
ひ
き
と

　
文
三
だ
け
は
東
京
に
居
る
叔
父
の
許
へ
引
取
ら
れ

　
る
事
に
な
り
（
浮
雲
）

な
ど
多
く
の
例
が
あ
り
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
の
例
も

　
き
の
う
て
　
が
み
　
　
な
か
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
と
う
き
よ
う
　
あ
ん
べ
い
　
　
み

　
昨
日
手
紙
の
中
に
書
て
あ
っ
た
東
京
の
景
況
を
見

　
ち
ゃ
ア
（
西
洋
道
中
膝
栗
毛
）

　
　
　
と
う
き
よ
う

　
ま
た
東
京
へ
帰
り
浅
草
本
郷
と
捜
し
ま
し
た
が
知

　
れ
ま
せ
ん
（
英
国
孝
子
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ミ
ス
伝
）

　
お
ほ
え
ど
　

み
や
こ
　
　
　
と
う
き
よ
う

　
大
江
戸
の
都
も
い
っ
か
東
京
と
（
当
世
書
生
気
質
）

の
よ
う
に
み
え
る
。
そ
し
て
外
国
人
の
ロ
ー
マ
字
で

し
る
し
た
も
の
に
も

　
］
≦
餅
弓
○
評
δ
鮎
①
類
薗
閑
建
国
魯
巳
旨
蝕
甲
信
憲

　
号
ω
．
α
q
⇔

　
（
E
・
サ
ト
ウ
　
閑
q
葭
自
署
国
7
℃
P
詳
押
μ
o
Q
お
）

の
例
が
あ
る
。
本
来
、
命
名
者
は
、
ど
ち
ら
の
つ
も

り
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ

が
力
を
え
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ト
ウ
ケ
イ
が
み

ら
れ
る
の
は
明
治
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
よ
う
で
あ

．
る
。
金
子
春
夢
の
．
「
清
水
越
」
（
明
治
二
九
年
）
に

は
、

　
う
し
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
け
い
　
　
　
ぼ
ん
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
へ

　
後
か
ら
お
い
、
東
京
の
、
荘
然
し
ね
へ
で
湯
に
這

　
入
ん
ね
へ
、
と
言
は
れ
て

と
見
え
る
。

　
ト
ウ
ケ
イ
の
「
ケ
イ
」
は
、
コ
尽
」
の
漢
音
、
キ
ョ

ウ
は
呉
音
で
あ
る
か
ら
、
「
京
」
は
呉
音
に
定
着
し
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芦

学

ノ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
漢
音
と
呉
音
の
ゆ

れ
て
い
る
も
の
、
交
替
し
た
語
は
、
明
治
時
代
に
か

な
h
ソ
み
や
り
れ
、
　
描
氏
立
唄
↓
隠
脚
立
弱
し
よ
り
は
、
　
旧
只
立
野
一
▼
甲
立
日

に
交
代
し
た
語
の
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
京
」
は
「
京
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
が

、
「
京
」
は
「
京
」
の
異
体
字
で
あ
る
。

3

文
明
開
化
（
語
構
成
に
関
す
る
も
の
）

　
「
文
明
開
化
」
と
い
う
四
字
漢
語
は
、
明
治
初
期

の
世
相
を
指
し
示
す
代
表
的
な
こ
と
ば
で
あ
る
が
、

当
時
は
今
日
の
よ
う
に
四
字
漢
語
と
し
て
慣
用
が
固

定
し
た
語
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
開
化
」

だ
け
の
用
例
や
「
開
化
文
明
」
と
い
う
逆
の
例
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、

　
　
お
い
く
わ
が
　
ぶ
ん
め
い
か
い
く
わ
　
い

　
「
追
工
我
国
も
文
明
開
化
と
号
ツ
て
ひ
ら
け
て
き

　
や
し
た
か
ら
」
（
安
愚
楽
鍋
）

　
　
　
　
キ
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
五
大
洲
の
奇
事
ヲ
知
り
、
臥
ノ
萬
里
外
ノ
事
情
ヲ

　
サ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ダ
　
　
コ
へ

　
察
ス
、
文
明
開
化
ノ
基
本
、
蓋
シ
妓
二
挺
リ
ト
云

　
フ
モ
可
ナ
リ
、
（
龍
動
新
繁
昌
記
）

　
　
か
い
く
わ

　
「
開
化
と
や
ら
の
世
の
中
じ
ゃ
ア
に
ん
げ
ん
ハ
も

　
ち
ろ
ん
と
り
け
も
の
で
も
（
安
愚
楽
鍋
）

　
　
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
　
　
ね
へ

　
「
何
だ
と
一
所
に
行
か
無
ト
へ
x
ン
飛
た
開
化
の

　
　
　
　
ゑ
び
す

　
進
ま
ね
へ
野
蛮
だ
ぜ
（
西
洋
道
中
膝
栗
毛
）

　
世
道
ノ
開
化
二
進
ム
ニ
至
リ
テ
ソ
ノ
事
マ
ス
≧
顕

　
ハ
レ
（
自
由
之
理
）

　
　
イ
　
　
ツ

　
「
何
時
迄
立
テ
モ
太
古
ノ
風
俗
ヲ
去
ル
コ
ハ
出
来

　
ズ
、
二
二
開
化
文
明
ノ
域
二
等
ル
ト
申
ス
コ
ニ
ハ

　
参
ラ
ヌ
デ
ゴ
ザ
ル
、
歓
洲
各
國
ノ
当
時
ノ
如
ク
開

　
化
文
明
ノ
置
目
ナ
リ
タ
ト
申
ス
モ
、
二
二
教
導
ノ

　
行
届
ク
所
カ
ラ
、
（
真
政
大
意
）

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
構
成
の
前
要
素
と

後
要
素
と
の
順
序
の
自
由
さ
は
、
ほ
か
に
も
見
ら
れ

る
。
四
字
漢
語
で
は
「
進
退
出
処
」
「
専
心
一
意
」

な
ど
が
み
え
、
三
字
・
二
字
の
漢
語
に
も
順
序
の
ゆ

れ
て
い
る
も
の
、
逆
の
も
の
が
あ
る
。
「
簡
単
」
と

「
単
簡
」
、
「
抵
抗
」
と
「
抗
抵
」
、
「
熟
練
」
と
「
練

熟
」
な
ど
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
前
述
の

H
「
新
聞
の
用
語
」
の
一
「
郵
便
報
知
新
聞
の
用

語
」
の
〔
漢
字
語
の
構
成
〕
に
同
類
の
例
が
あ
る
。

4

写
真
（
意
味
に
関
す
る
も
の
）

　
「
写
真
」
と
い
う
と
、
私
た
ち
は
カ
メ
ラ
で
写
し

た
も
の
を
考
え
る
け
れ
ど
も
、
明
治
時
代
に
は
二
つ

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
あ
り
の
ま

ま
を
写
す
と
い
う
意
味
で
、

　
文
章
ナ
ル
モ
ノ
ハ
精
神
ノ
写
真
ナ
リ
（
二
二
芋
茎

　
談
・
横
山
鉾
呂
久
抄
訳
　
明
治
一
八
）

　
べ
ん
し
ゆ
ぢ
　
　
　
く
ば
う
く
わ
ん
　
　
　
　
し
ゃ
し
ん

　
前
篇
の
趣
向
の
如
き
ハ
専
傍
観
の
心
得
に
て
爲
眞

　
　
し

　
を
旨
と
し
て
も
の
せ
し
か
ら
（
当
世
書
生
気
質
）

な
ど
が
あ
り
、
明
治
一
八
年
に
は
『
こ
と
ば
の
写
真

法
』
（
丸
山
平
次
郎
）
と
い
う
書
物
ま
で
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
写
真
は
「
真
を
写
す
」
と
漢
文
流
に
返

り
点
を
つ
け
た
意
味
で
あ
っ
て
、
今
日
と
の
時
代
の

差
を
う
か
が
わ
せ
る
。
同
様
の
意
味
構
成
を
も
つ
も

の
に
「
当
時
」
（
今
の
意
）
、
「
閉
口
」
（
口
を
閉
じ
る

意
）
な
ど
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
意
味
は
カ
メ
ラ
で
写
す
「
写
真
」
で

あ
っ
て
、
明
治
時
代
に
お
い
て
も
用
例
が
多
い
。

　
カ
　
オ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ッ
ピ
ン
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
カ
ゥ

　
家
屋
相
ヒ
同
ジ
ト
錐
托
、
物
品
相
ヒ
異
ナ
リ
、
樵

　
ク
ワ
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ソ
　
　
ダ
　
ギ
ウ
　
ヂ
ヤ
ウ

　
菓
ノ
舗
、
写
真
ノ
店
、
打
球
ノ
場
、
（
龍
動
新
考

　
　
　
ミ
セ

　
昌
記
）

　
も
　
　
や
つ
が
れ
　
と
く
　
　
　
　
　
せ
　
じ
ん

　
若
し
僕
に
徳
あ
り
て
世
人
に
知
る
x
こ
と
あ
ら
ば

　
し
ゃ
し
ん
　
　
ひ
さ
　
　
み
せ
さ
ぎ
　
　
せ
い
じ
　
か
　
　
　
　
に
ん
　
　
わ
が
し
ん
ゑ
い

　
爲
員
を
讃
ぐ
点
前
に
政
事
家
の
一
人
と
余
屓
影
を

　
う
り
　
質
も
せ
ん
（
通
俗
花
柳
春
潮
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や

　
そ
の
ほ
か
、
「
写
真
」
に
関
す
る
熟
語
に
は
「
写

し
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
し
ん
じ
ゃ
う

真
屋
」
（
安
至
楽
鍋
）
、
「
写
真
場
」
（
西
洋
道
中
膝
栗

　
　
　
シ
ヤ
シ
ソ
テ
ン

毛
）
、
「
写
真
店
」
（
龍
動
新
繁
昌
記
）
な
ど
が
あ
る
。

5

貴
重
す
（
用
法
に
関
す
る
も
の
）

　
今
日
、
「
貴
重
」
と
い
う
語
は
、
「
こ
の
品
は
、
貴

重
だ
」
「
貴
重
な
品
」
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
形
容
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動
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に

は
、
サ
変
動
詞
に
活
用
さ
せ
た
例
が
あ
る
。
た
と
え

ギ
恥
、

　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
チ
ョ
ウ
　
　
　
　
　
　
キ
ロ
メ
イ

　
是
レ
徒
タ
ニ
人
二
貴
重
セ
ラ
ル
虚
名
ノ
富
貴
二
非

　
サ
ル
ナ
リ
（
欧
洲
奇
事
花
柳
春
話
）
．

　
日
二
自
由
民
権
ノ
貴
重
ス
へ
、
キ
ヲ
知
り
（
民
権
自
．

　
．
由
日
本
演
説
軌
範
　
明
治
一
四
）

の
・
よ
う
で
、
こ
の
用
法
は
、
『
太
平
記
』
に
も
、
み

え
て
お
り
本
来
の
用
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
明

治
時
代
以
後
に
用
法
の
か
わ
っ
た
語
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
か
な
り
み
ら
れ
る
。
「
結
局
」
は
、
名
詞
（
お

わ
り
）
↓
副
詞
（
と
う
と
う
）
へ
、
「
大
変
」
は
、

名
詞
（
大
変
事
）
↓
形
動
へ
変
化
し
て
い
る
。

6
　
時
計
と
自
鳴
鐘
（
表
記
に
関
す
る
も
の
）

　
今
日
、
ト
ケ
イ
と
い
う
発
音
か
ら
思
い
浮
べ
る
漢

字
は
、
ま
ず
「
時
計
」
で
あ
ろ
う
。
．
し
か
し
、
明
治

初
期
に
は
、
必
ず
し
も
こ
の
「
時
計
」
ば
か
り
で
な

く
、
数
種
の
書
き
方
が
あ
っ
た
。
和
文
体
の
『
通
俗

花
柳
春
話
』
に
は
、

　
と
げ
い
　
　
こ
ゑ
　
　
た
つ
　
　
こ
く
　
　
つ
ぐ
　
　
こ
ろ

　
玉
漏
の
聲
ハ
辰
の
刻
を
報
る
頃
に

　
ほ
エ
ゑ
み
　
　
　
　
　
　
と
　
け
い

　
微
笑
な
が
ら
辰
器
を
な
が
め

　
む
ね
　
　
か
け
　
　
　
　
　
と
　
け
い
　
　
な
が
め
　
　
う
ち
お
ど
ろ

　
胸
に
懸
た
り
し
時
計
を
一
視
て
打
驚
き

　
と
け
い
　
み
　
　
は
や
う
し
み
つ
　
ち
か

　
時
器
を
見
れ
ば
早
丑
刻
に
近
づ
き
ぬ

弾
の
頬
の
滑
蟹
に
鶴
ハ
撹
灘
評

　
を
り
　
　
　
き
こ
　
　
　
と
け
　
い
　
　
こ
ゑ
　
　
い
ま
み
の
こ
く
　
　
つ
ぐ

　
折
し
も
聞
ゆ
る
自
鳴
鐘
の
聲
ハ
今
已
牌
を
曲
る
と

　
と
も

　
共
に

の
よ
う
に
、
「
玉
漏
・
．
辰
器
。
時
計
・
時
器
・
吟
声

・
自
鳴
鐘
」
め
六
種
類
の
表
記
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
漢
文
直
訳
体
の
『
欧
洲
奇
事
花
柳
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
メ
イ
シ
コ
ウ

話
』
に
は
、
「
と
け
い
」
の
語
が
な
く
、
「
自
鳴
鐘
」

が
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。

　
キ
ヘ
エ
　
　
　
　
ジ
メ
イ
シ
ロ
ウ
　
　
　
　
　
コ
　
ハ
ウ

　
聞
得
タ
リ
自
．
鳴
鐘
ノ
未
牌
ヲ
報
ス
ル
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ジ
　
　
　
サ
ウ
く
　
ウ
コ
ク

　
時
已
棚
雲
牌
、
壁
間
ノ
自
鳴
鐘
面
々
漏
刻
ヲ
報
ズ

　
　
　
　
ジ
　
フ
　
ジ
　
　

　
ト
ケ
イ
も
ジ
メ
イ
シ
ゼ
ウ
も
漢
語
で
あ
る
が
、
和
．

文
体
に
は
、
一
般
的
用
語
の
ト
ケ
イ
が
使
用
さ
れ
、

・
漢
文
直
訳
体
に
は
、
近
代
中
国
語
と
考
え
ら
れ
る
自

鳴
鐘
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
一
語
に
い
く
つ
も
の
漢
字
表
記
が
み

え
、
そ
れ
が
文
体
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
の
が
、

明
治
時
代
の
実
態
で
あ
っ
た
。
．

7
　
亜
米
利
加
（
外
国
名
・
地
名
に
関
す
る
も
の
）

　
外
国
の
国
名
・
地
名
や
人
名
に
関
し
て
、
明
治
初

期
に
は
い
く
通
り
か
の
約
束
が
あ
り
、
中
で
も
広
く

行
わ
れ
た
の
が
、
地
名
は
擁
、
人
名
は
一
を
右
側
に

つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
島
益
纂
訳

『
英
史
』
（
明
治
五
年
　
文
部
省
）
に
は

　
紀
一
兀
門
戸
五
六
十
年
ノ
頃
回
維
馬
ノ
將
ジ
ヤ
リ
ュ
ー

　
ス
、
シ
τ
ザ
ル
ト
云
老
ア
リ

と
あ
り
、
そ
の
例
言
に
は
、

含
三
番
略
　
劉
言
詮
握
．
．
．

物
陥
．
　
　
　
豊
富
講
講
准

と
あ
る
。
そ
し
て
、
国
名
の
表
記
に
も
、
多
く
の
種

類
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
例
に
と
る
と
、

ω
仮
名
表
記

②
漢
字
表
記

な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
そ
し
て
、

「
花
旗
」
は
中
国
語
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
　
　
　
ハ
タ
　
　
タ

　
美
国
ノ
旗
ヲ
建
テ
（
龍
三
新
繁
昌
記
）

　
　
　
ク
ワ
キ

　
芸
山
シ
華
止
棋
ノ
｛
郵
船
、
（
龍
動
努
努
…
昌
記
）

　
　
　
ア
メ
リ
カ

（
付
記
）
本
稿
は
一
～
V
を
飛
田
良
文
が
執
筆
し
、

　
W
は
梶
原
増
太
郎
と
飛
田
が
共
同
で
執
筆
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飛
田
良
文
）

a
ア
メ
リ
カ
・
あ
め
り
か

b
亜
米
利
加
・
亜
墨
利
加

¢
米
利
堅
・
米
理
堅

d
米
国
・
美
国
・
合
衆
国
・
花
旗

　
（
国
）
・
鷲
別
（
国
）

　
　
　
　
　
「
興
国
」
「
溢
乳
」
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